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れる。火山ガラス比は、微量の軽石型と極めて微量の中間型が計数されたが、軽鉱物分の概査では、無色

透明のバブル型および淡褐色を帯びたバブル型も確認することができた。 

 火山ガラスおよび斜方輝石の屈折率測定結果を図1に示す。火山ガラスの屈折率は、大きく2つに分かれ、

n1.497-1.500の低屈折率のレンジとn1.506-1.512の高屈折率のレンジが示される。低屈折率のレンジのモ

ードはn1.499であり、高屈折率のレンジのモードはn1.507-1.508である。斜方輝石の屈折率も、火山ガラ

ス同様に大きく2つに分かれ、γ1.705-1.710の低屈折率のレンジとγ1.723-1.725の高屈折率のレンジが示

される。低屈折率のレンジのモードはγ1.707-1.708である。量比の傾向としては、火山ガラスでは高屈折

率の方が多く、斜方輝石では低屈折率の方が多い。 

 

５．考察 

 分析の対象としたシルトブロックからは、微量の火山ガラスしか得られなかった。しかし、処理前の試

料の外観も考慮すれば、シルトブロックは細粒の火山ガラスを主体とするテフラの降下堆積物であると判

断される。処理後の試料において火山ガラスの産状が不良であったことについては、堆積物の風化変質に

よる火山ガラスの粘土化が非常に進行していたことが推定される。このことは、火山ガラスの形態におい

て、より粘土化しやすい薄手のバブル型が、厚手の中間型や塊状の軽石型に比べて少ない傾向を示すこと

とも整合する。 

屈折率の測定結果から、シルトブロックを構成しているテフラは、量比の多い高屈折率の火山ガラスと

低屈折率の斜方輝石とからなり、量比の少ない低屈折率の火山ガラスと高屈折率の斜方輝石は覆土からの

混入であると考えられる。 

シルトブロックを構成しているテフラは、火山ガラスの屈折率と斜方輝石の屈折率および両輝石を主体

とする重鉱物組成さらには発掘調査所見による年代観から、九州南方の鬼界カルデラを給源とする鬼界ア

カホヤテフラ(K-Ah:町田・新井,1978)に同定される。K-Ah の噴出年代は、町田・新井(1978)以来、放射性

炭素年代である 6300 年前という年代で知られていたが、最近では、第四紀学および考古学において放射性

炭素年代をそのまま使用するのではなく、それを「換算」した暦年代で示されることが多い。また、湖底

堆積物における年縞による K-Ah の年代も推定されている(福沢,1995)。これらのことから、現在では K-Ah

の噴出年代は暦年代である 7300 年前という年代が表示されている(町田・新井,2003)。 

 一方、覆土から混入したと考えられる低屈折率の火山ガラスと高屈折率の斜方輝石は、それらの値と遺

跡の立地を考慮すれば、いずれもシラス台地を構成している入戸火砕流堆積物に由来すると考えられる。 
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川路山遺跡自然科学分析報告 

株式会社 古環境研究所 

 

Ⅰ．テフラ分析 

 

１．はじめに 

高原町後川内地内に所在する川路山遺跡は、都城盆地北西方の山地を流れる大淀川の支流である炭床川

上流域の両岸に広がるシラス台地上に位置する。発掘調査では、縄文時代とされる遺構や遺物が確認され

ている。本報告では、検出された住居跡覆土内に認められた火山灰(テフラ)とされる堆積物の特性を明ら

かにして、テフラである場合には、既知のテフラとの対比を行い、その給源と噴出年代を特定する。 

 

２．試料 

 試料は、調査区内で検出された縄文時代の住居跡 SI5 の覆土中より採取されたテフラとされる堆積物 1

点である。試料名は、No.18 とされている。発掘調査所見では、8000 年前頃のテフラであることが推定さ

れている。なお、覆土は暗褐色を呈する火山灰土であるが、テフラとされる堆積物は、黄灰色を呈するシ

ルトのブロックである。 

 

３．分析方法 

試料約40gに水を加え超音波洗浄装置により分散、250メッシュの分析篩を用いて水洗し、粒径1/16mm以

下の粒子を除去する。乾燥の後、篩別し、得られた粒径1/4mm-1/8mmの砂分をポリタングステン酸ナトリウ

ム(比重約2.96に調整)により重液分離、重鉱物を偏光顕微鏡下にて250粒に達するまで同定する。重鉱物同

定の際、不透明な粒については、斜め上方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するもののみを「不透明鉱

物」とする。「不透明鉱物」以外の不透明粒および変質等で同定の不可能な粒子は「その他」とする。火

山ガラス比は、重液分離した軽鉱物分における砂粒を250粒数え、その中の火山ガラスの量比を求める。火

山ガラスの形態分類は、バブル型・中間型・軽石型の3タイプに分類した。各型の形態は、バブル型は薄手

平板状、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガラスであり、軽石型は小

気泡を非常に多く持った塊状および気泡の長く伸びた繊維束状のものとする。 

火山ガラスおよび斜方輝石の屈折率測定は、実体顕微鏡下で対象物を拾い出し、温度変化型屈折率測定

装置であるMAIOT(古澤,1995)を使用する。 

 

４．結果 

結果を表1、図1に示

す。重鉱物組成は、斜

方輝石が最も多く、50%

近くを占め、次いで不

透明鉱物が多く、30数%

程度を占める。他に20%

程度の単斜輝石が含ま

表１　重鉱物・火山ガラス比分析結果
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れる。火山ガラス比は、微量の軽石型と極めて微量の中間型が計数されたが、軽鉱物分の概査では、無色

透明のバブル型および淡褐色を帯びたバブル型も確認することができた。 

 火山ガラスおよび斜方輝石の屈折率測定結果を図1に示す。火山ガラスの屈折率は、大きく2つに分かれ、

n1.497-1.500の低屈折率のレンジとn1.506-1.512の高屈折率のレンジが示される。低屈折率のレンジのモ

ードはn1.499であり、高屈折率のレンジのモードはn1.507-1.508である。斜方輝石の屈折率も、火山ガラ

ス同様に大きく2つに分かれ、γ1.705-1.710の低屈折率のレンジとγ1.723-1.725の高屈折率のレンジが示

される。低屈折率のレンジのモードはγ1.707-1.708である。量比の傾向としては、火山ガラスでは高屈折

率の方が多く、斜方輝石では低屈折率の方が多い。 

 

５．考察 

 分析の対象としたシルトブロックからは、微量の火山ガラスしか得られなかった。しかし、処理前の試

料の外観も考慮すれば、シルトブロックは細粒の火山ガラスを主体とするテフラの降下堆積物であると判

断される。処理後の試料において火山ガラスの産状が不良であったことについては、堆積物の風化変質に

よる火山ガラスの粘土化が非常に進行していたことが推定される。このことは、火山ガラスの形態におい

て、より粘土化しやすい薄手のバブル型が、厚手の中間型や塊状の軽石型に比べて少ない傾向を示すこと

とも整合する。 

屈折率の測定結果から、シルトブロックを構成しているテフラは、量比の多い高屈折率の火山ガラスと

低屈折率の斜方輝石とからなり、量比の少ない低屈折率の火山ガラスと高屈折率の斜方輝石は覆土からの

混入であると考えられる。 

シルトブロックを構成しているテフラは、火山ガラスの屈折率と斜方輝石の屈折率および両輝石を主体

とする重鉱物組成さらには発掘調査所見による年代観から、九州南方の鬼界カルデラを給源とする鬼界ア

カホヤテフラ(K-Ah:町田・新井,1978)に同定される。K-Ah の噴出年代は、町田・新井(1978)以来、放射性

炭素年代である 6300 年前という年代で知られていたが、最近では、第四紀学および考古学において放射性

炭素年代をそのまま使用するのではなく、それを「換算」した暦年代で示されることが多い。また、湖底

堆積物における年縞による K-Ah の年代も推定されている(福沢,1995)。これらのことから、現在では K-Ah

の噴出年代は暦年代である 7300 年前という年代が表示されている(町田・新井,2003)。 

 一方、覆土から混入したと考えられる低屈折率の火山ガラスと高屈折率の斜方輝石は、それらの値と遺

跡の立地を考慮すれば、いずれもシラス台地を構成している入戸火砕流堆積物に由来すると考えられる。 
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 3

Ⅱ．放射性炭素年代測定 

 

１．はじめに 

 放射性炭素年代測定は、光合成や食物摂取などにより生物体内に取り込まれた放射性炭素（14Ｃ）の濃

度が、放射性崩壊により時間とともに減少することを利用した年代測定法である。樹木や種実などの植物

遺体、骨、貝殻、土壌、土器付着炭化物などが測定対象となり、約 5 万年前までの年代測定が可能である

（中村,2003）。ここでは、川路山遺跡における遺構構築年代および土層堆積年代を明らかにする目的で放

射性炭素年代測定を行った。 

 

２．試料と方法 

表 1 に測定試料の詳細と前処理・調整法および測定法を示す。試料は、前処理・調整後、加速器質量分

析計（コンパクト AMS：NEC 製 1.5SDH）を用いて測定した。 

 

３．結果 

  加速器質量分析法（AMS：Accelerator Mass Spectrometry）によって得られた 14Ｃ濃度について同位体

分別効果の補正を行い、放射性炭素（14Ｃ）年代および暦年代（較正年代）を算出した。表 2 にこれらの

結果を示し、図 1 に暦年較正結果（較正曲線）を示す。 

１）δ(デルタ)13Ｃ測定値 

 試料の測定 14Ｃ/12Ｃ比を補正するための炭素安定同位体比（13Ｃ/12Ｃ）。この値は標準物質（PDB）の同

位体比からの千分偏差（‰）で表す。試料のδ13Ｃ値を-25(‰)に標準化することで同位体分別効果を補正

している。 

試料 前処理・調整 測定法

　試料1 C6 8JD
土器付着炭化物
（胴部内面）

超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料2 SY-1
土器付着炭化物
（胴部内面）

超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料3 SI25-1 炭化材 超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料4 9T c-4
炭化材

（コナラ属アカガシ亜属）
超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料5 H2周辺 炭化材 超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料6 SI20 最下層
炭化材

（ミズキ属）
超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料7 SA1 東面部底 炭化材 超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料8 SA2 炭化材 超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料9 SI24 炭化材 超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料10 SI17 炭化材 超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料11 SI11 炭化材 超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料12 SI5 炭化材 超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料13 SC3 底面 炭化材 超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料14 SI3 炭化材 超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

※AMS（Accelerator Mass Spectrometry）は加速器質量分析法

表１　測定試料及び処理

遺跡データ
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Ⅱ．放射性炭素年代測定 

 

１．はじめに 

 放射性炭素年代測定は、光合成や食物摂取などにより生物体内に取り込まれた放射性炭素（14Ｃ）の濃

度が、放射性崩壊により時間とともに減少することを利用した年代測定法である。樹木や種実などの植物

遺体、骨、貝殻、土壌、土器付着炭化物などが測定対象となり、約 5 万年前までの年代測定が可能である

（中村,2003）。ここでは、川路山遺跡における遺構構築年代および土層堆積年代を明らかにする目的で放

射性炭素年代測定を行った。 

 

２．試料と方法 

表 1 に測定試料の詳細と前処理・調整法および測定法を示す。試料は、前処理・調整後、加速器質量分

析計（コンパクト AMS：NEC 製 1.5SDH）を用いて測定した。 

 

３．結果 

  加速器質量分析法（AMS：Accelerator Mass Spectrometry）によって得られた 14Ｃ濃度について同位体

分別効果の補正を行い、放射性炭素（14Ｃ）年代および暦年代（較正年代）を算出した。表 2 にこれらの

結果を示し、図 1 に暦年較正結果（較正曲線）を示す。 

１）δ(デルタ)13Ｃ測定値 

 試料の測定 14Ｃ/12Ｃ比を補正するための炭素安定同位体比（13Ｃ/12Ｃ）。この値は標準物質（PDB）の同

位体比からの千分偏差（‰）で表す。試料のδ13Ｃ値を-25(‰)に標準化することで同位体分別効果を補正

している。 

試料 前処理・調整 測定法

　試料1 C6 8JD
土器付着炭化物
（胴部内面）

超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料2 SY-1
土器付着炭化物
（胴部内面）

超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料3 SI25-1 炭化材 超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料4 9T c-4
炭化材

（コナラ属アカガシ亜属）
超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料5 H2周辺 炭化材 超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料6 SI20 最下層
炭化材

（ミズキ属）
超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料7 SA1 東面部底 炭化材 超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料8 SA2 炭化材 超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料9 SI24 炭化材 超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料10 SI17 炭化材 超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料11 SI11 炭化材 超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料12 SI5 炭化材 超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料13 SC3 底面 炭化材 超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

　試料14 SI3 炭化材 超音波処理、酸－アルカリ－酸処理 ＡＭＳ

※AMS（Accelerator Mass Spectrometry）は加速器質量分析法

表１　測定試料及び処理

遺跡データ
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試料番号 測定№ δ13Ｃ 暦年較正用年代 14Ｃ年代

（PED-） （‰） （年BP） （年BP）

 7587-7522 cal BC（95.4％）

 

10 35485 -25.35±0.19 8496±31 8495±30  7577-7542 cal BC（68.2％）

7644-7640 cal BC ( 0.3％)

7635-7623 cal BC ( 1.6％)

7614-7552 cal BC (93.4％)

9 35484 -25.78±0.17 8475±28 8475±30  7571-7531 cal BC（68.2％）  7583-7514 cal BC（95.4％）

8 35483 -22.70±0.18 8584±28 8585±30  7600-7582 cal BC（68.2％）

 6387-6237 cal BC（95.4％）

7 35482 -26.06±0.22 8504±31 8505±30  7580-7543 cal BC（68.2％）  7588-7527 cal BC（95.4％）

5 35480 -27.48±0.18 7434±29 7435±30
6366-6330 cal BC（24.8％）

6318-6254 cal BC（43.4％）

5466-5404 cal BC（21.3％）

5386-5309 cal BC（74.1％）

4 35479 -25.25±0.19 7950±30 7950±30

7027-6961 cal BC (21.9％)

6951-6933 cal BC ( 5.5％)

6919-6879 cal BC (14.3％)

6845-6767 cal BC (26.5％)

 7031-6700 cal BC（95.4％）

3 35478 -25.96±0.18 6377±26 6375±25
5457-5455 cal BC（ 1.4％）

5375-5317 cal BC（66.8％）

 6476-6416 cal BC（95.4％）

2 35477 -26.53±0.21 7342±27 7340±25

6241-6207 cal BC (38.8％)

6168-6161 cal BC ( 3.7％)

6142-6105 cal BC (25.7％)

 6252-6087 cal BC（95.4％）

1 35476 -25.07±0.17 7592±27 7590±25  6461-6434 cal BC（68.2％）

１σ（68.2％確率） ２σ（95.4％確率）

 表２　測定結果

暦年代（西暦）

6 35481 -26.32±0.19 8422±30 8420±30  7535-7488 cal BC（68.2％）

-27.86±0.19

 7572-7459 cal BC（95.4％）

7450-7408 cal BC（ 5.1％）

7371-7142 cal BC（90.3％）

7487-7296 cal BC（93.1％）

7221-7199 cal BC（ 2.3％）

12 35487 -26.91±0.18 8246±32 8245±30
7334-7246 cal BC（43.4％）

7233-7187 cal BC（24.8％）

7958-7813 cal BC（66.3％）

7803-7798 cal BC（ 1.9％）

BP：Before Physics（Present），BC：紀元前

13 35488 -27.86±0.18 8309±31 8310±30
7455-7391 cal BC（40.9％）

7383-7338 cal BC（27.3％）

8809±31 8810±30

11 35486

8171-8115 cal BC ( 7.8％)

8056-8046 cal BC ( 0.6％)

7991-7742 cal BC (87.0％)

8471±33 8470±35  7571-7527 cal BC（68.2％）  7583-7501 cal BC（95.4％）

14 35489 -22.46±0.18
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２）放射性炭素（14Ｃ）年代測定値 

 試料の 14Ｃ/12Ｃ比から、現在（AD1950 年基点）から何年前かを計算した値。14Ｃの半減期は 5730 年であ

るが、国際的慣例により Libby の 5568 年を用いている。統計誤差（±）は１σ(シグマ)（68.2％確率）で

ある。14Ｃ年代値は下１桁を丸めて表記するのが慣例であるが、暦年較正曲線が更新された場合のために

下１桁を丸めない暦年較正用年代値も併記した。 

３）暦年代（Calendar Years） 

 過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中 14Ｃ濃度の変動および 14Ｃの半減期の違いを較正する

ことで、放射性炭素（14Ｃ）年代をより実際の年代値に近づけることができる。暦年代較正には、年代既

知の樹木年輪の詳細な 14Ｃ測定値およびサンゴの U/Th（ウラン/トリウム）年代と 14Ｃ年代の比較により作

成された較正曲線を使用した。較正曲線のデータは IntCal 13、較正プログラムは OxCal 4.2 である。 

 暦年代（較正年代）は、14Ｃ年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅で表し、OxCal の確率法

により１σ（68.2％確率）と２σ（95.4％確率）で示した。較正曲線が不安定な年代では、複数の 1σ・

２σ値が表記される場合もある。（）内の％表示は、その範囲内に暦年代が入る確率を示す。グラフ中の縦

軸上の曲線は 14Ｃ年代の確率分布、二重曲線は暦年較正曲線を示す。 

 

４．所見 

 川路山遺跡において遺構構築年代および土層堆積年代を明らかにする目的で、加速器質量分析法（AMS）

による放射性炭素年代測定を行った。その結果、C6 8JD 出土土器に付着したススは、7590±25 年 BP（２

σの暦年代で BC 6476～6416 年）、SY-1 出土土器に付着したススは、7340±25 年 BP（同 BC 6252～6087 年）、

SI25-1 出土の炭化材は、6375±25 年 BP（同 BC 5466～5404 年、BC 5386～5309 年）、9T c-4 出土の炭化材

は、7950±30 年 BP（同 BC 7031～6700 年）、H2 周辺で出土した炭化物は、7435±30 年 BP（同 BC 6387～6237

年）、SI20 最下層で出土した炭化材は、8420±30 年 BP（同 BC 7572～7459 年）、SA1 東面部底で出土した炭

化材は、8505±30 年 BP（同 BC 7588～7527 年）、SA2 で出土した炭化材は、8585±30 年 BP（同 BC 7644～

7640 年、BC 7635～7623 年、BC 7614～7552 年）、SI24 で出土した炭化材は、8475±30 年 BP（同 BC 7583

～7514 年）、SI17 で出土した炭化材は、8495±30 年 BP（同 BC 7587～7522 年）、SI11 で出土した炭化材は、

8470±35 年 BP（同 BC 7583～7501 年）、SI5 で出土した炭化材は、8245±30 年 BP（同 BC 7450～7408 年、

BC 7371～7142 年）、SC3 底面で出土した炭化材は、8310±30 年 BP（同 BC 7487～7296 年、BC 7221～7199

年）、SI3 で出土した炭化材は、8810±30 年 BP（同 BC 8171～8115 年、BC 8056～8046 年、BC 7991～7742

年）の年代値であった。 
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２）放射性炭素（14Ｃ）年代測定値 

 試料の 14Ｃ/12Ｃ比から、現在（AD1950 年基点）から何年前かを計算した値。14Ｃの半減期は 5730 年であ

るが、国際的慣例により Libby の 5568 年を用いている。統計誤差（±）は１σ(シグマ)（68.2％確率）で

ある。14Ｃ年代値は下１桁を丸めて表記するのが慣例であるが、暦年較正曲線が更新された場合のために

下１桁を丸めない暦年較正用年代値も併記した。 

３）暦年代（Calendar Years） 

 過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中 14Ｃ濃度の変動および 14Ｃの半減期の違いを較正する

ことで、放射性炭素（14Ｃ）年代をより実際の年代値に近づけることができる。暦年代較正には、年代既

知の樹木年輪の詳細な 14Ｃ測定値およびサンゴの U/Th（ウラン/トリウム）年代と 14Ｃ年代の比較により作

成された較正曲線を使用した。較正曲線のデータは IntCal 13、較正プログラムは OxCal 4.2 である。 

 暦年代（較正年代）は、14Ｃ年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅で表し、OxCal の確率法

により１σ（68.2％確率）と２σ（95.4％確率）で示した。較正曲線が不安定な年代では、複数の 1σ・

２σ値が表記される場合もある。（）内の％表示は、その範囲内に暦年代が入る確率を示す。グラフ中の縦

軸上の曲線は 14Ｃ年代の確率分布、二重曲線は暦年較正曲線を示す。 

 

４．所見 

 川路山遺跡において遺構構築年代および土層堆積年代を明らかにする目的で、加速器質量分析法（AMS）

による放射性炭素年代測定を行った。その結果、C6 8JD 出土土器に付着したススは、7590±25 年 BP（２

σの暦年代で BC 6476～6416 年）、SY-1 出土土器に付着したススは、7340±25 年 BP（同 BC 6252～6087 年）、

SI25-1 出土の炭化材は、6375±25 年 BP（同 BC 5466～5404 年、BC 5386～5309 年）、9T c-4 出土の炭化材

は、7950±30 年 BP（同 BC 7031～6700 年）、H2 周辺で出土した炭化物は、7435±30 年 BP（同 BC 6387～6237

年）、SI20 最下層で出土した炭化材は、8420±30 年 BP（同 BC 7572～7459 年）、SA1 東面部底で出土した炭

化材は、8505±30 年 BP（同 BC 7588～7527 年）、SA2 で出土した炭化材は、8585±30 年 BP（同 BC 7644～

7640 年、BC 7635～7623 年、BC 7614～7552 年）、SI24 で出土した炭化材は、8475±30 年 BP（同 BC 7583

～7514 年）、SI17 で出土した炭化材は、8495±30 年 BP（同 BC 7587～7522 年）、SI11 で出土した炭化材は、

8470±35 年 BP（同 BC 7583～7501 年）、SI5 で出土した炭化材は、8245±30 年 BP（同 BC 7450～7408 年、

BC 7371～7142 年）、SC3 底面で出土した炭化材は、8310±30 年 BP（同 BC 7487～7296 年、BC 7221～7199

年）、SI3 で出土した炭化材は、8810±30 年 BP（同 BC 8171～8115 年、BC 8056～8046 年、BC 7991～7742

年）の年代値であった。 
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２．試料と方法 

試料は 9 トレンチから出土した炭化材 1 点と、竪穴住居跡である SI20 の最下層から出土した炭化材 1

点の計 2 点である。時期については、放射性炭素年代測定の結果、縄文時代早期中葉～後葉頃の暦年代を

示した。 

炭化材の樹種同定は、まず試料を乾燥させ、材の横断面（木口）、接線断面（板目）、放射断面（柾目）

について、カミソリと手で割断面を作製し、整形して試料台にカーボンテープで固定した。その後、イオ

ンスパッタにて金蒸着を施し、走査型電子顕微鏡（KEYENCE 社製 VE-9800）を使用して検鏡および写真撮

影を行った。 

 

３．結果 

同定の結果、広葉樹のコナラ属アカガシ亜属（以下、アカガシ亜属）と、ミズキ属の 2 分類群がみられ

た。同定結果を表 1 に示す。 

以下に、同定された材の特徴

を記載し、図版に走査型電子顕

微鏡写真を示す。 

１）コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis ブナ科 図版 1 1a-1c(No.9) 

厚壁で丸い大型の道管が、放射方向に配列する放射孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。

道管は単穿孔を有する。放射組織は同性で、単列のものと広放射組織がみられる。 

コナラ属アカガシ亜属は、材組織の観察では道管の大きなイチイガシ以外は種までの同定ができない。

したがって、本試料はイチイガシ以外のアカガシ亜属である。アカガシ亜属にはアカガシやツクバネガシ

などがあり、暖帯に分布する常緑高木の広葉樹である。材は重硬かつ強靭で、耐水性があり、切削加工は

困難である。 

２）ミズキ属 Cornus ミズキ科 図版 1 2a-2c(No.19) 

小型の道管がほぼ単独で散在する散孔材である。晩材部では、道管の径が減じる傾向がみられる。道管

は 20～40 段程度の階段穿孔を有する。放射組織は上下端 1～3 列が直立ないし方形となる異性で、4～8 列

となる。 

ミズキ属にはミズキやクマノミズキなどがあり、丘陵地や平地に分布する落葉中高木の広葉樹である。

代表的なミズキの材はやや硬いが切削加工は容易である 

 

４．考察 

9 トレンチから出土した炭化材はアカガシ亜属であった。試料の用途は、燃料材の残差や焼けた建築材

などの可能性が考えられるが、詳細は不明である。アカガシ亜属は堅硬な樹種で建築材に適しており、薪

炭材としても多く利用される樹種である（伊東ほか，2011）。SI20 から出土した炭化材はミズキ属であっ

た。試料は住居跡の最下層から出土しており、焼けた建築材である可能性が考えられる。ミズキ属は堅硬

だが加工性が良く、現在でも建築材や器具材として利用される樹種である（伊東ほか，2011）。またアカ

ガシ亜属とミズキは遺跡周辺でも生育可能な樹種であり（伊東ほか，2011）、遺跡周辺に生育していたも

のを伐採利用していたと考えられる。 

 

表１　川路山遺跡出土炭化材の樹種同定結果一覧

試料№ 出土地点 遺物№ 器種 樹種 年代測定番号

9 9T ｃ-4 13574 炭化材 コナラ属アカガシ亜属 PED-35479

19 SI20最下層 炭化材 ミズキ属 PED-35481
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図１ 暦年較正結果 

 

 

Ⅲ．樹種同定 

 

１．はじめに 

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、木材構造から概ね属レベルの同定が可能で

ある。木材は、花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林植生の推定が可

能であるが、木製品では樹種による利用状況や流通を探る手がかりにもなる。 

ここでは、川路山遺跡で出土した炭化材の樹種を同定し、当時の木材利用と周辺植生を検討する。なお、

同一試料を用いて放射性炭素年代測定も行われている（Ⅱ章、放射性炭素年代測定の項参照）。 
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２．試料と方法 

試料は 9 トレンチから出土した炭化材 1 点と、竪穴住居跡である SI20 の最下層から出土した炭化材 1

点の計 2 点である。時期については、放射性炭素年代測定の結果、縄文時代早期中葉～後葉頃の暦年代を

示した。 

炭化材の樹種同定は、まず試料を乾燥させ、材の横断面（木口）、接線断面（板目）、放射断面（柾目）

について、カミソリと手で割断面を作製し、整形して試料台にカーボンテープで固定した。その後、イオ

ンスパッタにて金蒸着を施し、走査型電子顕微鏡（KEYENCE 社製 VE-9800）を使用して検鏡および写真撮

影を行った。 

 

３．結果 

同定の結果、広葉樹のコナラ属アカガシ亜属（以下、アカガシ亜属）と、ミズキ属の 2 分類群がみられ

た。同定結果を表 1 に示す。 

以下に、同定された材の特徴

を記載し、図版に走査型電子顕

微鏡写真を示す。 

１）コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis ブナ科 図版 1 1a-1c(No.9) 

厚壁で丸い大型の道管が、放射方向に配列する放射孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。

道管は単穿孔を有する。放射組織は同性で、単列のものと広放射組織がみられる。 

コナラ属アカガシ亜属は、材組織の観察では道管の大きなイチイガシ以外は種までの同定ができない。

したがって、本試料はイチイガシ以外のアカガシ亜属である。アカガシ亜属にはアカガシやツクバネガシ

などがあり、暖帯に分布する常緑高木の広葉樹である。材は重硬かつ強靭で、耐水性があり、切削加工は

困難である。 

２）ミズキ属 Cornus ミズキ科 図版 1 2a-2c(No.19) 

小型の道管がほぼ単独で散在する散孔材である。晩材部では、道管の径が減じる傾向がみられる。道管

は 20～40 段程度の階段穿孔を有する。放射組織は上下端 1～3 列が直立ないし方形となる異性で、4～8 列

となる。 

ミズキ属にはミズキやクマノミズキなどがあり、丘陵地や平地に分布する落葉中高木の広葉樹である。

代表的なミズキの材はやや硬いが切削加工は容易である 

 

４．考察 

9 トレンチから出土した炭化材はアカガシ亜属であった。試料の用途は、燃料材の残差や焼けた建築材

などの可能性が考えられるが、詳細は不明である。アカガシ亜属は堅硬な樹種で建築材に適しており、薪

炭材としても多く利用される樹種である（伊東ほか，2011）。SI20 から出土した炭化材はミズキ属であっ

た。試料は住居跡の最下層から出土しており、焼けた建築材である可能性が考えられる。ミズキ属は堅硬

だが加工性が良く、現在でも建築材や器具材として利用される樹種である（伊東ほか，2011）。またアカ

ガシ亜属とミズキは遺跡周辺でも生育可能な樹種であり（伊東ほか，2011）、遺跡周辺に生育していたも

のを伐採利用していたと考えられる。 

 

表１　川路山遺跡出土炭化材の樹種同定結果一覧

試料№ 出土地点 遺物№ 器種 樹種 年代測定番号

9 9T ｃ-4 13574 炭化材 コナラ属アカガシ亜属 PED-35479

19 SI20最下層 炭化材 ミズキ属 PED-35481
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図１ 暦年較正結果 
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ここでは、川路山遺跡で出土した炭化材の樹種を同定し、当時の木材利用と周辺植生を検討する。なお、

同一試料を用いて放射性炭素年代測定も行われている（Ⅱ章、放射性炭素年代測定の項参照）。 
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Ⅳ．種実同定 

 

１．はじめに 

 植物の種子や果実は比較的強靱なものが多く、堆積物中に残存する。堆積物から種実を検出しその群集

の構成や組成を調べ、過去の植生や群落の構成要素を明らかにし古環境の推定を行うことが可能である。

また出土した単体試料等を同定し、栽培植物や固有の植生環境を調べることができる。 

 ここでは、川路山遺跡で出土した種実を同定し、当時の植物利用と植生について検討する。 

 

２．試料 

 試料は、BP8000 年頃とみられる生活域より出土した炭化種

実である。全て水洗選別済み試料である。詳細一覧を表 1 に

示す。 

 

３．方法 

 試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴およ

び現生標本との対比によって同定を行った。結果は同定レベ

ルによって科、属、種の階級で示す。 

 

４．結果 

（１）分類群 

 樹木 2、草本 1 の計 3 分類群が同定された。学名、和名および粒数を表 2 に示し、主要な分類群を写真

に示す。以下に同定根拠となる形態的特徴を記載する。 

〔樹木〕 

オニグルミ Juglans  ailanthifolia  Carr. 炭化核（破片） クルミ科 

 黒色で円形～楕円形を呈し、一端がとがる。側面には縦に走る一本の縫合線がめぐる。表面全体に不規

則な隆起がある。全て破片である。 

ブナ科 Fagaceae 炭化子葉（破片） 

 黒色で楕円形を呈し、表面は平滑である。この分類群はつき部、殻斗、堅果が欠落し破片のため、科レ

ベルの同定にとどめる。 

〔草本〕 

ノビル Allium grayi Regel 鱗茎 ネギ科 

 径 15 ㎜内外の球形で、小型の鱗茎である特徴を有する。他に類似の鱗茎はあるが、分布域等から、ノビ

ルと記載しておく。 

 

表１　試料一覧表

試料№

4 SI5埋土 フローテーション

5 SI15 炭化物

6 SI17埋土 フローテーション

7 SC4

8 SC20

11 SC3-3

12 SC3-4

13 SC4

14 SC4埋土 フローテーション

15 SI5埋土 フローテーション

16 SI6

17 SI19埋土 フローテーション

出土地点
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 ここでは、川路山遺跡で出土した種実を同定し、当時の植物利用と植生について検討する。 

 

２．試料 

 試料は、BP8000 年頃とみられる生活域より出土した炭化種

実である。全て水洗選別済み試料である。詳細一覧を表 1 に

示す。 

 

３．方法 

 試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴およ

び現生標本との対比によって同定を行った。結果は同定レベ

ルによって科、属、種の階級で示す。 

 

４．結果 

（１）分類群 

 樹木 2、草本 1 の計 3 分類群が同定された。学名、和名および粒数を表 2 に示し、主要な分類群を写真

に示す。以下に同定根拠となる形態的特徴を記載する。 

〔樹木〕 

オニグルミ Juglans  ailanthifolia  Carr. 炭化核（破片） クルミ科 

 黒色で円形～楕円形を呈し、一端がとがる。側面には縦に走る一本の縫合線がめぐる。表面全体に不規

則な隆起がある。全て破片である。 

ブナ科 Fagaceae 炭化子葉（破片） 

 黒色で楕円形を呈し、表面は平滑である。この分類群はつき部、殻斗、堅果が欠落し破片のため、科レ

ベルの同定にとどめる。 

〔草本〕 

ノビル Allium grayi Regel 鱗茎 ネギ科 

 径 15 ㎜内外の球形で、小型の鱗茎である特徴を有する。他に類似の鱗茎はあるが、分布域等から、ノビ

ルと記載しておく。 

 

表１　試料一覧表

試料№

4 SI5埋土 フローテーション

5 SI15 炭化物

6 SI17埋土 フローテーション

7 SC4

8 SC20

11 SC3-3

12 SC3-4

13 SC4

14 SC4埋土 フローテーション

15 SI5埋土 フローテーション

16 SI6

17 SI19埋土 フローテーション

出土地点
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（２）種実群集の特徴 

１）SI5 埋土（試料４、15） 

 樹木種実のオニグルミ片 2、炭化材細片 62 が同定された。 

２）SI15（試料 5） 

 草本種実のノビル鱗茎片 1 が同定された。 

３）SI17 埋土（試料 6） 

 樹木種実のオニグルミ片 2 が同定された。 

４）SC4（試料 7） 

 草本種実のノビル鱗茎片 2 が同定された。 

５）SC20（試料 8） 

 草本種実のノビル鱗茎片 1 が同定された。 

６）SC3-3（試料 11） 

 草本種実のノビル鱗茎片 3 が同定された。 

７）SC3-4（試料 12） 

 草本種実のノビル鱗茎片 1、炭化材細片 1 が同定された。 

８）SC4（試料 13） 

 樹木種実のブナ科子葉片 2、草本種実のノビル鱗茎片 1 が同定された。 

９）SC4 埋土（試料 14） 

 炭化材細片 1 が同定された。 

10）SI6（試料 16） 

 炭化材細片 3 が同定された。 

11）SI19 埋土（試料 17） 

 炭化材細片 1 が同定された。 

 

５．所見とまとめ 

 川路山遺跡における炭化種実同定の結果、樹木種実のオニグルミ、ブナ科、草本のノビル鱗茎が同定さ

れた。樹木種実のオニグルミは沢沿いなどの適潤地に生育し、種子が食用になる有用植物で、核となった

表２　川路山遺跡における炭化種実同定結果

  学名   和名

4 SI5埋土 ﾌﾛｰﾃｰｼｮﾝ   Juglans  ailanthifolia  Carr   オニグルミ 核　(破片) 2

  charcoal  fraguments   炭化材 細片 47

5 SI15 炭化物   Allium  grayi Regel   ノビル 鱗茎(破片) 1 炭化物破片(10)

6 SI17埋土 ﾌﾛｰﾃｰｼｮﾝ   Juglans  ailanthifolia  Carr   オニグルミ 核　(破片) 1 炭化物破片(1)

7 SC4   Allium  grayi Regel   ノビル 鱗茎(破片) 2

8 SC20   Allium  grayi Regel   ノビル 鱗茎(破片) 1

11 SC3-3   Allium  grayi Regel   ノビル 鱗茎(破片) 3

12 SC3-4   Allium  grayi Regel   ノビル 鱗茎(破片) 1
  charcoal  fraguments   炭化材 細片 1

13 SC4   Fagaceae   ブナ科 子葉(破片) 2

  Allium  grayi Regel   ノビル 鱗茎(破片) 1

14 SC4埋土 ﾌﾛｰﾃｰｼｮﾝ   charcoal  fraguments   炭化材 細片 1 芽破片(15)

15 SI5埋土 ﾌﾛｰﾃｰｼｮﾝ   charcoal  fraguments   炭化材 細片 15

16 SI6   charcoal  fraguments   炭化材 細片 3

17 SI19埋土 ﾌﾛｰﾃｰｼｮﾝ   charcoal  fraguments   炭化材 細片 1

分類群
部位 個数 備考出土地点
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（２）種実群集の特徴 

１）SI5 埋土（試料４、15） 

 樹木種実のオニグルミ片 2、炭化材細片 62 が同定された。 

２）SI15（試料 5） 

 草本種実のノビル鱗茎片 1 が同定された。 

３）SI17 埋土（試料 6） 

 樹木種実のオニグルミ片 2 が同定された。 

４）SC4（試料 7） 

 草本種実のノビル鱗茎片 2 が同定された。 

５）SC20（試料 8） 

 草本種実のノビル鱗茎片 1 が同定された。 

６）SC3-3（試料 11） 

 草本種実のノビル鱗茎片 3 が同定された。 

７）SC3-4（試料 12） 

 草本種実のノビル鱗茎片 1、炭化材細片 1 が同定された。 

８）SC4（試料 13） 

 樹木種実のブナ科子葉片 2、草本種実のノビル鱗茎片 1 が同定された。 

９）SC4 埋土（試料 14） 

 炭化材細片 1 が同定された。 

10）SI6（試料 16） 

 炭化材細片 3 が同定された。 

11）SI19 埋土（試料 17） 

 炭化材細片 1 が同定された。 

 

５．所見とまとめ 

 川路山遺跡における炭化種実同定の結果、樹木種実のオニグルミ、ブナ科、草本のノビル鱗茎が同定さ

れた。樹木種実のオニグルミは沢沿いなどの適潤地に生育し、種子が食用になる有用植物で、核となった

表２　川路山遺跡における炭化種実同定結果

  学名   和名

4 SI5埋土 ﾌﾛｰﾃｰｼｮﾝ   Juglans  ailanthifolia  Carr   オニグルミ 核　(破片) 2

  charcoal  fraguments   炭化材 細片 47

5 SI15 炭化物   Allium  grayi Regel   ノビル 鱗茎(破片) 1 炭化物破片(10)

6 SI17埋土 ﾌﾛｰﾃｰｼｮﾝ   Juglans  ailanthifolia  Carr   オニグルミ 核　(破片) 1 炭化物破片(1)

7 SC4   Allium  grayi Regel   ノビル 鱗茎(破片) 2

8 SC20   Allium  grayi Regel   ノビル 鱗茎(破片) 1

11 SC3-3   Allium  grayi Regel   ノビル 鱗茎(破片) 3

12 SC3-4   Allium  grayi Regel   ノビル 鱗茎(破片) 1
  charcoal  fraguments   炭化材 細片 1

13 SC4   Fagaceae   ブナ科 子葉(破片) 2

  Allium  grayi Regel   ノビル 鱗茎(破片) 1

14 SC4埋土 ﾌﾛｰﾃｰｼｮﾝ   charcoal  fraguments   炭化材 細片 1 芽破片(15)

15 SI5埋土 ﾌﾛｰﾃｰｼｮﾝ   charcoal  fraguments   炭化材 細片 15

16 SI6   charcoal  fraguments   炭化材 細片 3

17 SI19埋土 ﾌﾛｰﾃｰｼｮﾝ   charcoal  fraguments   炭化材 細片 1

分類群
部位 個数 備考出土地点
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果実の最内層の内果皮が残存しやすい。時代を問わず比較的よく出土する。ブナ科は、コナラ属やシイ属、

クリなどのいわゆるドングリ類であり、いずれも食用になる。ノビルは原野や道ばた、畦道、畑地に生育

する多年性草本で、鱗茎は食用になり、生食も可能である。 
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1  オニグルミ核破片（SI5埋土） 2  ブナ科子葉破片（SC4）

4  ノビル鱗茎破片（SI5） 5  ノビル鱗茎破片（SC3-4） 6  ノビル鱗茎破片（SC4）

1.0mm

1.0mm

1.0mm

川路山遺跡の炭化種実

1.0mm

1.0mm

※()内は、検出箇所
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1  オニグルミ核破片（SI5埋土） 2  ブナ科子葉破片（SC4）

4  ノビル鱗茎破片（SI5） 5  ノビル鱗茎破片（SC3-4） 6  ノビル鱗茎破片（SC4）

1.0mm

1.0mm
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川路山遺跡の炭化種実

1.0mm

1.0mm

※()内は、検出箇所
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Paula J Reimer et al., (2013) IntCal 13 and Marine 13 Radiocarbon Age Calibration Curves, 0-50,000 Years cal BP. 

Radiocarbon, 55, p.1869-1887.
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Quercus subgen. Cyclobalanopsis
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CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS

Database used
INTCAL13

References
Mathematics used for calibration scenario

A Simplified Approach to Calibrating C14 Dates, Talma, A. S., Vogel, J. C., 1993, Radiocarbon 35(2):317-322
References to INTCAL13 database

Reimer PJ et al. IntCal13 and Marine13 radiocarbon age calibration curves 0– 50,000 years cal BP. Radiocarbon 55(4):1869– 1887., 2013. 

Beta Analytic Radiocarbon Dating Laboratory
4985 S.W. 74th Court, Miami, Florida 33155 •  Tel: (305)667-5167 •  Fax: (305)663-0964 •  Email: beta@radiocarbon.com

(Variables: C13/C12 = -25.2 o/oo : lab. mult = 1)

Laboratory number Beta-458239 : 12100-1/51931

Conventional radiocarbon age 7460 ± 30 BP

Calibrated Result (95% Probability) Cal BC 6415  to 6245 (Cal BP 8365 to 8195)

Intercept of radiocarbon age with calibration 
curve 

Cal BC 6370  (Cal BP 8320)

Calibrated Result (68% Probability) Cal BC 6390  to 6345 (Cal BP 8340 to 8295)
Cal BC 6310  to 6260 (Cal BP 8260 to 8210)

7460 ± 30 BP charred material
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CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS

Database used
INTCAL13
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(Variables: C13/C12 = -26.6 o/oo : lab. mult = 1)

Laboratory number Beta-458240 : 12100-2/51932

Conventional radiocarbon age 8010 ± 40 BP

Calibrated Result (95% Probability) Cal BC 7060  to 6775 (Cal BP 9010 to 8725)

Intercept of radiocarbon age with calibration 
curve 

Cal BC 7040  (Cal BP 8990)

Calibrated Result (68% Probability) Cal BC 7050  to 7020 (Cal BP 9000 to 8970)
Cal BC 7010  to 7005 (Cal BP 8960 to 8955)
Cal BC 6970  to 6915 (Cal BP 8920 to 8865)
Cal BC 6880  to 6830 (Cal BP 8830 to 8780)
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Laboratory number Beta-458241 : 12100-3/51933

Conventional radiocarbon age 6250 ± 30 BP

Calibrated Result (95% Probability) Cal BC 5305  to 5210 (Cal BP 7255 to 7160)
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Castanea crenata Sieb. et Zucc.
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Castanea crenata  Sieb. et Zucc.

Castanea crenata  Sieb. et Zucc.

Helminth  eggs
Stone  cell
Digestion  rimeins
Charcoal woods fragments
Arboreal  pollen
  Pinus  subgen. Diploxylon
Arboreal Nonarboreal  pollen
  Moraceae-Urticaceae
Nonarboreal  pollen
  Gramineae
  Lactucoideae
Fern  spore
  Monolate  type  spore
  Arboreal  pollen
  Arboreal Nonarboreal  pollen
  Nonarboreal  pollen
Total  pollen
Pollen  frequencies  of  1cm3

  Unknown  pollen
Fern  spore
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第６章　まとめ

　これまで高原町内の発掘調査は、件数が少なく、またアカホヤ火山灰の堆積が分厚いため工事による削
平が及ばなかったこともあり、縄文時代後期から古代にかけての調査成果が主であった。縄文時代早期の
調査は、平成 6 年度から平成 8 年度にかけて行われた宮崎フリーウェイ工業団地造成に伴う荒迫遺跡発
掘調査において、塞ノ神式土器が数点出土していたのみであり、その後平成 27 年度に行われた鹿児山団
地畑地灌漑事業に伴う目ノ崎第一遺跡発掘調査によって、高原町内で初めて縄文時代早期のまとまった遺
物が出土した。今回調査した川路山遺跡では、これまで高原町内で調査の中心であった縄文時代後期から
古代にかけての層は造成により削平されているが、縄文時代早期から前期にかけての遺物、遺構を確認で
きたため、ここでその成果をまとめ、遺跡の様相についてみていきたい。

１．縄文時代早期の調査成果
　縄文時代早期については、アカホヤ火山灰・牛のスネ火山灰の下で確認され、遺物・遺構の数から、川
路山遺跡の主な時代はこの時代であったと考えられる。遺物は、土器は塞ノ神式土器が土器出土点数の
80％と多数を占める。その他、押型文土器、平栫式、桑ノ丸式といった土器も少量ではあるが出土している。
　また、石器は打製石鏃が欠損を含め 178 点出土している。磨石も 30 点出土し、その他数点ではあるが、
スクレイパー、異形石器、石皿、敲石も出土している。また石器においては縄文時代早期の遺物が出土し
ている同層から細石刃と思われる遺物も出土している。また本遺跡で出土の中心であった塞ノ神式土器は
撚糸文が主流であり、石器の使用石材は姫島産黒曜石が多い。しかし両者の分布状況に相関関係は確認で
きなかった。
　遺構については、当時代の検出遺構は 32 基であった。その内訳は竪穴状遺構 2 基、土坑 6 基、集石遺
構 24 基であり、検出遺構の大部分を集石遺構が占めている。集石遺構の分布は、遺跡全体に攪乱穴の数
が多く、断定はできないが、大きく 3 か所の分布のまとまりが見て取れる。検出された集石遺構のほと
んどが直径 1m ほどの規模であり、円形プランである。また、集石遺構内から出土した炭化物や、埋土フ
ローテーションから採集された炭化物の分析結果から、8,400BP から 8,800BP に収まるという結果が出
ている。また、炭化材だけでなく、炭化したオニグルミや鱗茎類も出土しており、当時はそれらのものを
食料としていたと考えられる。
　検出された 2 基の竪穴状遺構は、どちらも遺構の範囲内でピットが巡っており、遺構に伴うものの可
能性がある。また、2 基とも遺構廃棄後に集石遺構が作られている。しかし SA1 の上部から検出された
集石遺構は 2 基あり、どちらも小規模であることから遺構の再利用とは言い難い。SA2 については、上
部の集石遺構の礫密度はあまり高くないが、中心付近に礫の分布が集中しており、集石遺構として再利
用を行った可能性がある。また SA1 から検出された炭化物からは 8505 ± 30BP という結果が出ており、
これは遺構内で横転状態で出土した桑ノ丸式土器の時期と矛盾しない。しかし、先述の通り、遺構内の上
部では 2 基の集石遺構が検出されており、採取した炭化物が集石遺構に伴う炭化物であるとも考えられる。
また遺構の床直面からの遺物出土がなかったため、SA1 の詳細時期については不明である。なお、遺構に
伴うとみられるピット内からは塞ノ神式土器が出土している。SA2 からも土器が出土しているが、廃棄後
の流れ込みである可能性が高く、遺構の使用時期の特定はできていない。
　土坑については、SC3・4 では、遺物が多く出土しており、特に SC3 は土器や剥片が多く出土している
ことから、廃棄場として使用されていた可能性がある。また SC3 の床直上で出土した土器の底部が SI6・
7 中で出土したものと接合している。
　遺物と遺構分布の相関関係をみると、今回の調査区に攪乱が多く、明確なことは言えないが、調査区の
中央付近では集石遺構の周囲で剥片等が多く出土する傾向があり、また周辺から桑ノ木津留産黒曜石の 3
～ 5cm ほどの剥片が 8 点隣接して出土していることから、周囲で生活を営みながら石器製作が行われて
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いたと考えられる。一方、遺物出土の中心である撚糸文系塞ノ神式土器の時期と集石遺構出土炭化物の年
代測定の結果については、やや差異があると言える。今回の調査で採集した塞ノ神式土器は付着炭化物が
少量であったため、この差異についての検証が行えなかった。また土器出土と集石遺構の分布についても
明確なことが言えるほどの傾向は見て取れない。このことから期間は不明であるが、縄文時代早期の時期
に当時の生活空間があったと考えられる。
　
２．縄文時代前期及び土層混在地の調査成果
　当遺跡では旧地形が谷状になっている部分において、縄文時代早期から前期までの遺物が共伴した。上
層からは曽畑式土器し、やや下層にて轟式土器と塞ノ神式土器が共伴している。石器についても、使い込
まれた磨石や石皿が出土している。遺構については土坑を 4 基検出しているが、性格の分かるものは確
認できなかった。また曽畑式土器が出土した層位で検出した土坑内から塞ノ神式土器が出土している。こ
れは地形が谷状になっていることにより水流等の自然作用が働き、土層堆積が乱れていることから、遺物
が混在したと考えられる。
　当時期については詳細な生活空間を復元できるほどの調査成果は得られていないが、使い込まれた石器
や小片ではあるが土器片が出土していることから縄文時代前期にも調査区周辺が小規模な生活圏に含まれ
ていたと考えられる。
　また、川路山遺跡では土壌化した牛のスネ火山灰中から小規模だが集石遺構が検出された。川路山遺跡
で堆積していた牛のスネ堆積は約 10cm ほどあり、また硬質な火山灰であった。しかし、同時期と思わ
れる遺物で元位置をとどめている遺物については確認できなかった。また攪乱中から出土した遺物も、牛
のスネ火山灰ブロックに絡んでいたものとはいえ、攪乱中からの出土であり、また出土地も土層混在地の
近くであるため、その取り扱いについては、検討の余地がある。しかし、牛のスネ火山灰中から検出され
た SI25 の礫中に絡んでいた炭化物の年代測定の結果は 6375 ± 25 年 BP であり、攪乱土中から検出され
た轟 A 式土器の年代測定の結果が 6250 ± 30 年 BP であった。また、平成 30 年度に調査した井ノ原遺
跡でも同様の層から遺物が確認されている。この結果から、高原町の後川内地区においてはアカホヤ火山
灰降下直前に近い時期、牛のスネ火山灰が降下した時期と近い時期に、小規模ではあるが人々が生活して
いた可能性が考えられる。今後も同様の調査では注視して、情報の蓄積に努めたい。
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